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山口経済専門学校における連合国軍総司令部による図書の没収

本報告書を刊行するに当り，古川|教授から「東

亜経済研究所の歴史から見た未来」とし寸論題で

執筆を要請された。しかし退職後10年余を経た

今，この間の大学の急速な変化を見据えた研究所

の未来像を描くことはとうていできない。また，

研究所の歴史に関してはすでに多くの方が論じら

れている。山口大学東軍経済学会の機関誌「東亜

経済研究J第67巻第2号 新・東亜経済研究所開

設記念号 (2009年:月)には下記の論文が掲載さ

れている。

大林洋五:山口大学経済学部東亜経済研究所

の図書・資料と私

予春志:1東亜経済研究Jの一断章一大正

から昭和初期の「東亜」の構想-

木部和昭:山口高等商業学校の東アジア教育・

研究と東亜経済研究所

以上から，要請されたテーマではないが，本フo

Eジェクトの課題のひとつに加えられている「東

亜経済研究所所蔵資料の終戦直後消失資料に関す

る調査・研究」に関わる在職qlに行った調査「連

合国軍による図書の没収Jについて報告すること

とした。

1 .連合国軍による宣伝用出版物没収命令

1946年3月17日，連合国軍最高司令官(マツ

カーサー)は日本政府に対して，宣伝用出版物を

蒐集するよう命令した。この命令(覚書)は「官

報J第5916号(昭和21年10月2日)に掲載されて

いる口

大庭平四郎

Heishiγou OOBA 

0官庁事項

昭和二十一年勅令第三百十一号に関する件(八n二

十三日本欄参照)

覚書:宛先

経由

発信者

件名

昭和二十一年三月十七日

日本政府

終戦連絡中央事務局

連合国最高司令官

宣伝用出版物の没収に関する件

- 1-3本政府は次に列挙せられる宣伝用刊行物を多量

に保有する倉庫，書出，書籍取扱庖，出版会社，配

給会社及び総ての商業施設又は日本政府諸官庁等一

切の偶人以外の筋より次の出版物を蒐集することを

命令せられる。(朝日新開発行 f戦争と建設j ~f;'; 10 

点，省略)

一 右各出版物は蒐集せられた一卜A 中央の倉庫に保管せ

られること，此等出版物をパルプに再製する為の処

置に関しては迫て本司令部より指示せられる。

三本年三月三十一自を初として毎月十 hO及末 1I定

期報行を連合軍[最高司令部に提出すること，七報告

には次の各事項を含むものとする。 (5項司・省略)

四.個人の家庭;えは凶書館に於ける個々の出版物は本

指令の措置より除外される。

この「覚書J は追加第46'~・ (1948年4月 15 日)

まで発せられ. 7.778点の没収を命じている (1官

報」第5916号 (1946.l0.2)~第6633号 (1949.2.24)

に掲載)。各号ごとの掲載点数は下表の通りであ

る。
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表 1 r覚書j発信日と掲載点数

[弓 HH 点数 [ol 百付 点数 i可 日fす 点数。21.03.17 10 16 22.01.17 60 32 22.09.15 540 
1 03.27 6 17 02.03 24 33 10.01 515 
2 04.15 I 16 18 02.15 31 34 10.15 450 
3 04.30 26 19 03.01 58 35 11.01 560 
4 05.17 14 20 03.17 28 36 11.15 605 
J 05.31 11 21 04.01 39 37 12.01 550 
6 06.10 11 22 04.17 56 38 12.15 500 
7 07.01 5 23 05.01 50 39 23.01.01 550 
8 07.31 17 24 05.15 50 40 01.15 550 
9 08.15 38 25 06.02 60 41 02.01 550 
10 08.31 14 26 06.16 29 42 02.15 500 
11 10.02 17 27 07.01 61 43 03.01 240 
12 10.31 12 28 07.15 50 44 03.15 80 
13 12.02 41 29 08.01 39 45 0044.015 1 

7.7制6014 12.17 20 30 08.15 88 46 
15 12.31 27 31 09.02 500 計

すを指定しない雑誌も含まれている ο また，重複掲載と思われるものも何点か見られる

追加第11号のうち13点は来譜である

文部省社会教育局が作成した「連合国軍総司令

部から没収を命ぜられた宣伝用刊行物総日録」の

まへがきには Ir宣伝用刊行物の没収j とは，昭

和二十一年三月十七司間連合軍総司令官の覚書に

よって指令されたもので，雨後，追加覚書は四十

六回に及び七千七百余の戦前および戦時中の刊行

物が没収を指令されている口いま，この七千七百

余種の刊行物を速かに没収するための便を計って

を編集発行した次第であるJ と記されてい

る o

この総日録刊行に合わせて発したと思われる文

部事務次官通達「発社174-号J(1948年6月22日)

には，各都道!有県における没収事務の責任者は知

事とする，没収事務の執行は〔担当者を〕知事が

厳選して任命又は委嘱，直長関係のない第三者に

知らせてはならない等と記述されている三 o

1) ~連合国軍総司令部指令没収指定図書総自録j 1頁

2. 没収された図書への調査の動機

山口大学経済学部では「終戦後多くの資料が進

駐軍に没収されたJIそれらの図書はアメリカに

持ち帰られて議会図書館や各大学に分散して所蔵

されているJIその後一部が返却されたJI大部分

が戻ってきたj等と語り継がれている。在職中，

筆者も何人かの方からそのように聞かされた。い

ずれも抽象的で没収された図書に関する詳細なこ

とは語られていないc

その後，山口経済専門学校(以後 f山口経専J

と略す)の戦後議書処理について記述したいくつ

かの著書に接する機会を得た 3。

これらの著書に加えて，下記の事業を通して得

た資料が調査への足を踏み出させた。

1. r山口大学経済学部東亜経済研究所東亜関係

蔵書目録jの作成 4

2) I総百録は没収官にのみ配布され 後に回収されたようで.その姥存数は非常に少ないJ(同上「没収指定図書総目録に

ついてJ)。
3) <参考文献・資料>参照

4) 1981年3月末現在. 111口大学経済学部編集・発行， 下記5分冊で刊行された j

『和漢書分類の部j (1988年3月 1331頁)， ~和漢書書名索引の部j (1989年3月 850頁)， ~和漢書著者名索引の部j (1990 
年3月 896頁)， ri羊書の音!日 (1989年3月 324貞)及び『中国語護青)11貢索引之部j(2002年3，j 757頁)
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l司H録の原稿作成に関わって目録カードと現物

との出合を行った。この作業を行うなかで

用出版物没収指令第O号」と押印された目録カー

ドを [1にした。

r，lJ IJ大学.>i‘年史j附属同書館前史の項には

「同校の図書出納簿の錆考檎に「山口軍政部没収

(没収指令該当書)1948年(昭和23年)10月15日

山口県社会教育課へ渡済J.i没技宣伝e用刊行物追

加第O号該当書 (1946年(昭和21年)9月11[1文

部省に送付)Jと2様に朱記された図書が多数あっ

た。」と記述されている該当する図書の目録

カードと図書出納簿との照合は行っていないがお

そらく一致するであろう。

「図書とともに目録カードも廃棄処分したJと

いう記述わ l もある。この措置は没収指令が出され

る前に自発的処分をした図書:に対して行われたと

考えられる口

2. LJJ口高等部業学校時代の「残存文書類の謂査J

，II[ 1大学経済学部創立90周年 (1995年)記念事

業委員会から，山口高等高業学校(以後 iLlJ L J高

商」と略す)時代の残存文書頬の調査を依頼され

た。経済学部及び(1討属)凶書館7 に保管(大部

分は保管というより放置)されている書類を探し

出して「山口高等商業学校関係残存文書百

として，山LJ経専以前の文書(文書以外の史資

料，刊行物，物品等を含む)をまとめた。

この業務を行う過杭で IL! fJ経専及び山口大学

F付属i司書館経済学部分館が廃棄や没収に関わって

5) IliJ汗 1287t'!

1945~ 1953年にかけて作成した10余点の綴りを昆

出すことができたへそのうちの5冊が没収され

た図書の返却に関するものであった。

3.没収に関わる 5つの簿冊

残存文書類の調査を通して見つけた没奴された

図書の返却に関わる簿冊は1947~1949にかけて作

成された下記の5冊である。

資料 1.返却希望図書目録(昭和221r3月30H

とメモ書きあり)

資料2. 軍政部返還図書中宣伝出版物没収指令

該当書目録(本校保管) 昭和24年3JJ

資料3 軍政部及県返還図書:rt1類似宣伝出版物

日録(本校保管) 昭和24年3月

資料4. C [11口〕県返還図書中宣伝出版物没収

指令該当書目録(県保管) 昭和24年3

月

資料 5. 山11軍政部返却中廃棄図書 昭和24年

5月25日

(以後「資料1~5J と表示)

これらの文書名が示すように，連合国軍に没収

された凶書は「宣伝用出版物Jのみではないc i資

料3Jの類似宣伝出版物も『没収指定図書総白

には掲載されていない。

残存文書の調査業務を終えたfえ掲載されてい

る全冊について所蔵調査を行った。調査に取りか

かる時点では「資料2~5J は「資料lJに含まれ

6)米軍進駐に1、ドし、蔵書1[1の利敵及び見せざるを IIJとする図書如に関して県立lヌi書館と相談のすでに該勺図書少数を抽出し

てカード IJ録と共に処分する jj針を回答(I図書課11誌」昭和初年9JJl1H)

7 I II1I J大'1:の庁田地iベ(現在のキャンパス)へのがifT移転に{、1'.って. r，;Jキャンパス内の学部対書館分自i冷IJ度が!長止された

かつて，杭済学部分自白に所蔵されていた文書類も!蔵書とともに大部分が附属凶書館に移管されたの

8) 1168点を22項目に以分して収録 p 筆者退職投.学部内の模様替えにより文書庫が会議室に改装されたため，現在は山IJ 

大学問書館に移管されている

9)すべて千円:き戸え;円 1rは!異なるが内容がおなじもの. )(j'nノIや説明子;きが付されていないものもある。
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表2 r資料1~5J への掲載冊数・現物確認冊数・確認率 (2001.10.31 現在)

掲載冊数 現物確認 未確認 備 三Jチ

資料 1 1512冊 1453冊 59fl甘 洋書は33冊rt126冊を確認

資料2 764fHl- 742冊 22間
資料3 207tll} 198冊 9fl甘 洋書は7冊}rf16冊を確認

資料4 100fHt 34冊 661llt 実質的な調査冊数は40tH}
資料5 719冊 595罰 i 124日ft
合計 3302冊 3012冊 290t計

複数の資料に重複掲載された凶書があるため実数は3078冊となる(去3参照)

資料4のうち40tH}は1953"1'-に返却された。 60冊を調査の対象外とすれば.実際の未確認冊数は6冊，確認;率卒は8部5%となる c〉

資宇料i
を確認でで、きなカか、つた1ロ24引↑H叶fは!亮完棄されたと考考A えるのが支妥宇空2jでで、あろう O

る該当書を拍出したものと判断したが，それは誤

りであった。

科1Jへの掲載冊数は1，512冊， I資料2~5J

への合計掲載冊数は1，790冊， I資料1Jのうち「資

料2~5J に揚載されているのはわずか218冊で

あった。「資料2~4J に含まれる宣伝出版物及び

類似宣伝出版物没収指令に該当しない図書のすべ

てが廃棄されたとは考え難いが，該当書以外の返

却関書リストは見ていなし凡作成されなかったこ

ともあり得る。「資料5Jには没収指令図書とそれ

以外の図書が混在している。

い伝え通り約6，000冊が没収されたのであれ

ば，今回の調査対象冊数はそのほぼ半数でしかな

し，111，。

調査の結果「資料1Jに掲載されている図書は，

ほほ全冊が返却されていることが判明した口これ

らの図書は現在山口大学経済学部東亜経済研究所

及び山口大学図書館に所蔵されている。

4.謂査対象冊数は3，018冊

5つの資料に掲載されている閃書をまとめて書

名のアルファベット順に配列することから作業を

始めた。その後，請求記号や書名による目録カー

ドとの照合，最後に現物との照合を行った。簿冊

による記述の不統一，記述の不備， 目録カードの

廃棄，請求記号の不記入等々のため，予想以上に

時間と労力を要する作業となった。

各簿冊への掲載冊数と現物を確認できた冊数は

表Zの通りである。

表2から明らかなように返却を希望した図書の

大部分は返還されている。未i亙却は「資料1Jで

確認できなかった59冊以下となる 11 0 (資料2以下

は返却された凶書に対するもので，未確認のうち

124冊は廃棄凶書(掛iヌ1.国幅は未調査)であり，

残りの106冊は調査当時帯出中だったかまたは廃

棄処分されたと推測できる。借用書による調査は

行っていなしけ口

「資料4Jのうち未返却の60冊は山口県立山口図

書館が所蔵していると考えられる L?。

表3 謹数の資料に掲載されている冊数

資料番号 双方に掲載 後者のみ掲載

1と2 141冊 623冊
1と3 23冊 184t母
iと4 。冊 40f情
lと5 54Ht} (665冊〕
2と5 6f叶 659f叶

合計 224冊 1506冊

10)現物との照合を行う過程で I資料1~5J には掲載されていないが明らかに没収後返却されたと容易に推察できる特敵の

ある痛みをもっ国書が多く見られた。

11) I資料5Jのうち掛図とlヌJljJ話36点は未調査。掛凶・図幅類は没収されなかったものも含めて破損が激しい。

12)県立図書館の蔵書検索で60冊中28冊の同一斉名を確認した。しかし，すべてが元々県立図書館の蔵書であった。別量保

管されているのか，廃棄されたのか，または日Ijの場所に保管されているのか間し、合わせたがその場では明確な返答は得

られなかった。
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今回，調査の対象とした図書は資料の表題から

も明らかなように一旦「没収Jされた後で返を

求めたり，返却された図書である。資料2~4の

「宣伝出版物及び類似宣伝出版物没収指令該当図

リストは何らかの指示により作成されたと考

えられる 11JO

表 2と表 3から，調査の対象とした図書は

3，018冊 0，512冊+1.506冊)となる。資料1で返

却を希望した冊数の約2倍にふくらんだc

5.主題加に克た没収された図書

どのような図書が没収の対象とされたのかが，

没収の話を最初に開いたときから「宣伝用出抜物

の没収に関する件J及び『没収指定図書総日録』

の存在を知るまでの大きな関心事であった。

調査は，没収された図書約6，000冊の正確な冊

数と書名を把握しどのような図書が対象とされ

たのかを把握することを目的に始めた140

この目的は，連合国最高下司令官が発信した

伝用出版物の没収に関する件」で取り上げられた

表4 没収された図書の主題別比率

門 主題。本校関係・ 111 口~.関係・総記

1 :ji教・哲学・教育

2 文学・語学・美術・諸芸

3 肢史・伝記・地理・風俗

4 ま宅学・医学・工学

5 政業・統計・家政

6 商業・交通・海事・通信

8 7 
経済・財政・社会

政治・法律

9 支那・満蒙・南洋関係

書名リストとの照合で可能だと考えたが，返還を

希望した図書には宣伝用出版物該25書以外の凶書

も多く含まれていた。

内容やキーワード等による分析を行うことが必

要だが，ここでは『山口高等高業学校図書分類表

(和漢書之部)j 15i にしたがって主題別点数による

比較を試みた。(表 4)

『山仁l大学三十年史』には「これらの [1945年

度から 1950年度に礎棄・没収・亡失・除籍され

た〕図書のなかには，南洋庁，樺太庁，関東都督

府，朝鮮及び台湾総督昨などの官庁統計書や年

表， 1936~ 1944年(昭和II~ 19) 聞の朝日新聞縮

刷版，その{岳地図類が多数含まれていたJlη と記

されている。

1) rLlJ [J高等商業学校図書分類表jは， 0~8門

は主題区分に， 9門を f支那・満蒙.1主洋関係J

としてアジア関係の資料(ただし当時の事情

から樺太，朝鮮，台湾に関する図書は各主題の

もとに分類されている)をここに集めている c

比率① 比率② 比率③

7.3 12.8 20.5 

8.2 14.4 1.3 

1.0 1.8 1.3 

1.6 2.8 8.6 

0.1 0.2 1.9 

0.5 0.8 6.3 

13.9 24.4 19.9 

10.3 18.0 17.2 

14.1 24.7 23.0 

42.9 

比率。〉は9門をi除いた冊数による百分比
比率③は 9門を各主題に加えた百分比

13) r没収指定盟書総!j録Jが発行された後に謂査官からの指示または自発的に調査，作成したとも考えられるが「類似買伝

物jの指定は何時どのように決められたのかは未調査である。

14)今副の調査は没収[ヌl書に限定して行ったが，最終的には焼却処分等 I~ì 発的処分」を含めた戦後蔵書処理の全体像を把

握したいと考えている。

15)昭和 9年3月から暫定案として罰則 L，同年lOJJ付けで間・子体として刊行。凡例には「・・¥シカシ本校ノ性質上。

一般ノ毘書館ノモノトノ、全ク異ナル排列)11員序トシ.又特殊語ナドモ耳jイタ jとし寸記述がみられる。

16)同書1287頁
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日前韓〔支〕経営を担う人材の養成という山

口高高創設 (1905年)の目的に合致させて蔵書

収集を行った特色が， [';(]書:分類表にも反映され

ている。

没収された同書の4割強が9門であることもう

なずける。これに朝鮮とf?湾を加えるとアジア

関係の没収図書は半数を超える 3

2) 0~8門を比率②によって比較すると， 6門と8

門で全体のほほ半数を r1jめる c 比平②③とも6

~8門が全体の6~7割を [1iめ没収対象とされた

主題への|司じ傾向がみられる。

3)全体の没収冊数が少ない主題で比率三;と③を

比較すると， 1， 3， 5門に大きな差が見られるり

4) 0門:叢書とi論文集が7割近くを占める c 本学:

関係は4分のHこ及び教官の著書-論文(抜闘を

合む)なども没収されている。

5) 1門:東洋哲学と国民道徳で5説を越え，教育

が3割を占める。皇国・弘道-国体・神道・国

民精神・日本精神を書名に含む ~l書は 160冊が

;支収されている。

6 )2~5門:比率②では4門を合計しでも全体の3%

をrtjめるに過ぎないこ比率主では3tH
]と5門が多

い。この分野では中国に関する図書:が比較的多

く没収されたり

7) 6門:産業組合関係が25<}uを占め，銀行・金融，

-保険(ともに14%弱)が続く口

8) 7F~J: 世界経済-貿易が約半数で圧倒的に多い。

9) 8iJf
] :外交-軍事-貿易が52%，政治が35%，

法律が13%。ナチス関係lズ|書は7門と81HJに比較

的多く含まれており 46冊が没収されていると

10) 9門:I満州IJI満蒙」から始まる の図書

がそれぞれ[没収指定以j書総自主剥掲載点数の

ほぼ2倍， I支那」で始まる書名の同書:はほぼ同

数が没収されている口

請求記号が付されていない凶書も没収されてい

るがここでは調査の対象から除外したむ大部分が

軍事関係の小冊 fである口

6. 未返却の図書は7冊のみ?

今InJ調査した範凶ではアメリカに残されている

可詑性のある凶書は，資料 1I返却希望凶書日

録」のうち確認できなかった59ftlt以下(県保管を

除く)となる。

出納簿には昭和21年度末に7冊が没収され

たと記されている。そのうちの4冊は書名が「凶

書課 EI

が確立でき

されている:ヘこの4冊は現物

リストにも掲載されていないの

返却されていない可能性が高い。

「約6，000冊を没収されたが大部分はその後返却

されたJとも弓われているつ今回の調査対象冊数

はほぼ半数で.そのうちの59iBtのみ返却の確認が

できなかった己この59冊については返却された可

能性も否定できないコ未返去IJは7冊のみというこ

とも考えられるが未調査が3，000時残っているこ

とや語り継がれているニュアンスから， もっと多

くのi司書が没収されたままアメリカに残されてい

ると与えたしh 大林洋五氏は Irアメリカ国会開

書館で・・・の Jドを見たが， ilJLJ高等|部業学校の

蔵書日iがあったぞJと報せてくれる人が舟人か現

17) I本校ノ卒業11:/、成ルヘク満特地}jノ実業ニ従事セシムル目的ヲ以テ教育スルコト)台、当時ノ趨勢ト本校ノ地瑚上ト

{衣リ定メラレタルモノナリ ω 1.1 I11 1 自由tiIJS!，t'当時ノ文部大臣久保fTld支l，lJl1令j要斤の一部) rllllJ高等藷業学校沿革iえJ
538H 

18) 追加第95-掲載 エ・エム・サハイ.武藤u 著 f印度J
来車研究所~;fflí r異民族の JE;那統治史J

追加l第11号掲載 松岡静雄手1 太干;羊民政斗

追加第16号掲載 現出真澄許~'JÉ~ と出と子IIJj立J
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れたY と記述している。

7. 敗戦直後の「自発的j廃棄処分

軍関係では終戦前日の8月14日に機密書類の焼

却命令を出した。その後 軍以外の政府や県・市

町村が同様の指示を行い，焼却対象資料は機密書

類だけでなく軍国的図書等へと拡大された口 1945

年12月31日付で連合国軍が「修身， 日本歴史及ピ

地理停止ニ関スル件J(覚書)を発し教師月j参

考書を含めて[ril収を命令した。このことがさらに

図書の処分を広げたという口

山口経専が行った「自主的J廃棄に関する主な

記録として，以下のものが残されている。

1. Cきl書騒棄伺 〔昭和20年9月〕 時局当面ノ処

理トシテ 152冊

1945年9月日日の「図書課日誌Jに「県立図書

館田中氏来諜，米軍進駐ニ伴ヒ蔵書中ノ利敵及見

七ザ、ルヲ可トスル図書:類ノ処理ニツキ相談アリ。

本校トシテハ既ニ該当図書少数ヲ抽出シテカード

自録ト共ニ処分スル方針ヲ回答スJ， 19日 f米軍

進駐ニ伴ヒ廃棄処分ニ附スル凶書ヲ抽出J，21日

「瑳棄図書何書類ヲ作成jと記されている。『日本

国宝全集j(84冊)が合まれている。

米軍は9月19日から21Bにかけて約700名が山口

に進駐した口

2. 魔棄図書明細昭和21年3月23日 地理・歴

史の教科書を中心とした45冊

上記 111多身， 日本歴史及ピ、地理停止ニ関スル

件」に伴う措置と思われる。没収されたのか白発

的に処分したのか不明。集計後l冊が追加されて

いる。

19) I東亜経済研究j第67巻第2号 (2009年1JJ) 22ft 

20) I rrlj口高商75年』の学窓物語花なき山の・・・」第37凶

3. 昭和25年度図書廃棄伺 昭和21年6月10日，

好ましからざる図書として焼却

「南進論の先駅者菅沼貞風」外1835点3080冊

4. 書類として残されてはいないが，当時の

館員の興味深い証言がある。

「たしか昭和21年に入ってからだと思うが，戦

争と関係のある本は危ないということで，まとめ

て会議室に置いておったのですりところが，見つ

けられて持って行かれてしまいました。そう，

千冊くらいはあったんじゃないですかむしかし，

後に戻ってきました。聞くところによりますと宝

泉寺にあった県の倉庫に入れられていたようです

よ。雨漏りのせいか 傷んだ本がかなりありまし

たねJ"O

終戦後に行われた山LI経専図書館蔵書aの連合国

軍による没収及び自発的廃棄について，対象とさ

れた凶書と冊数を具体的に把握したいと思い， Ilj 

口大学経済学部創立90周年記念事業「残存文書類

調査」で得た文書類をもとに，昼休み時間を利用

して細々とした調査を数年間続けたむ全体を把握

できるだけの資料を見つけられなかったこともあ

り，期待した調査結果が得られないまま定年を迎

えた。退職後は足が遠のいて追跡調査は頓挫して

いる。

今回，当時まとめたものを見直し修正を加え

ながら原稿を作成した。この過程で当時は気づか

なかった調査の欠落部分が次々と浮かび、あがった

が，確認のための調査をしないまま何らかの参考

になればと，ためらいつつ投稿させていただい

た。
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山口経専図書課では，宣伝用出版物に関わって

以下の措置を行っている c

1. 掲示

追補第30号(昭和22年9月9日)までの「没収宣

伝刊行物日録J(掲示控)綴が残されている。こ

の綴りには昭和22年2月7日及び:10月27日付文部省

学校教育局長「省学一八号J(古公私立大学高等

専門学校長及び教員養成諸学校長宛)及び同年8

丹7日付「省学四五号J(官公私立大学高等専門学

校長宛)の写も綴られている。文書名はいずれも

「宣伝用刊行物の没収についてJである。本文は

下記の通り。

く2月7日付省学一八号>

このことについて連合軍最高司令部よりの指令

により本年一月二十二日以後の宣伝用刊行物没収

に関する指令は学校及び図書館には適用されない

こととなったからご了承されたい。

く8月7FI付省学四五号>

このことについては追加十七号以下は学校図書

館には適用されぬこととなったが(本年二月七日

附省学十八号通牒参照)其の後(追加ーヒ号~二

五号，二七号)の没収図書名を参考までに送付す

る。尚取扱については従前通り慎重を期せられた

1，， '0 

く10月17臼付省学一八号>

このことについて追加 i~七号以後は学校及び図

書館には適用されないこととなっている(別添本

年二月七自前省学一八号参黒)ので今後このこと

についての通達は中止する口

なほこのことについての覚書は官報に掲載され

るから今後は官報を参照の上適宜処置されたい。

2. 該当する官報綴り

宣伝用刊行物没収指令を搭載した官報をまと

め UJ口経専が所蔵する図書に印を付す。

3. 該当書の目録カードの別置

名カードを正規の排列場所から抜き取り，

カードボックスの末尾に別置 (2穴)

総冊数は1395冊(うち洋書l冊)。現物を確認で

きなかった凶書が相当数ある c

ヒ記 i2Jとの照合は行っていない。
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